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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

嘉
手
納
レ
ー
ダ
ー
進
入
管
制
所
（
い
わ
ゆ
る
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
）
の
管
制
空
域
は
、
嘉
手
納
飛
行
場
を
中
心
に
半
径
五
十

海
里
（
九
十
二
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
で
高
度
二
万
フ
ィ
ー
ト
以
下
及
び
久
米
島
空
港
を
中
心
に
半
径
三
十
海
里
（
五

十
五
・
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
で
高
度
五
千
フ
ィ
ー
ト
以
下
の
空
域
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
進
入
管
制
業
務
の
我
が
国
へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
の
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い

て
、
移
管
に
向
け
た
我
が
国
の
航
空
管
制
官
の
訓
練
に
係
る
事
項
を
含
む
具
体
的
移
管
計
画
が
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
訓
練
が
終
了
し
た
後
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
具
体
的
な
調
整
が
行
わ
れ
た
上
で
、
進
入
管
制
業
務
が
我
が

国
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

進
入
管
制
業
務
の
移
管
に
必
要
な
訓
練
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
五
名
の
航
空
管
制

官
が
嘉
手
納
レ
ー
ダ
ー
進
入
管
制
所
内
に
お
い
て
、
業
務
概
要
の
座
学
及
び
模
擬
訓
練
装
置
を
使
用
し
た
訓
練
を
経
て
、
現

在
実
務
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
訓
練
は
、
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
総
勢
で
約
四
十
名
の
航
空
管
制
官
の

一



訓
練
を
行
い
、
訓
練
開
始
か
ら
お
お
む
ね
三
年
後
の
移
管
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国

に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
我
が
国
に
駐
留

す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
（
以
下
「
合
衆
国
軍
隊
」
と
い
う
。
）
が
沖
縄
に
お
い
て
使
用
を
許
さ
れ
て
い
る
空
域
に
つ
い

て
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
円
滑
な
活
動
を
確
保
す
る
こ
と
が
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障

条
約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
）
の
目
的
達
成
の
た
め
に
緊
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
合
衆
国
軍
隊
の
任
務
に
と
っ
て

の
必
要
性
を
勘
案
し
つ
つ
、
民
間
航
空
交
通
の
安
全
の
確
保
の
た
め
必
要
な
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
合
衆
国
軍
隊
の
施
設
及
び
区
域
が
所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
合

衆
国
軍
隊
の
兵
力
構
成
の
見
直
し
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
協
議
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
軍
隊
が
有
し
て
い
る
抑
止

力
の
維
持
と
と
も
に
、
合
衆
国
軍
隊
の
施
設
及
び
区
域
が
所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
の
軽
減
が
十
分
に
念
頭
に
置
か

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
協
議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
現
在
、
ど
の
よ
う
に
沖

縄
の
負
担
の
軽
減
を
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
、
様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
何
ら
決
定

二



は
し
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
本
年
五
月
二
十
三
日
に
那
覇
空
港
に
お
け
る
自
衛
隊
機
の
エ
ン
ジ
ン
点
検
の
時
刻
が
昼
前
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
日
朝
は
天
候
が
悪
か
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
に
変
更
し
た
も
の
で
あ
り
、
通
常

は
、
従
来
ど
お
り
朝
に
エ
ン
ジ
ン
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
那
覇
空
港
に
お
け
る
自
衛
隊
機
の
エ
ン
ジ
ン
点
検
は
航
空
管
制
官

の
指
示
の
下
に
行
わ
れ
て
お
り
、
民
間
航
空
機
の
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

三


